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論 文 の 内 容 の 要 旨

ソルガムは,吸肥九環境ストレス耐性,乾物生産性などに優れている反面,家畜糞尿

を多投した水田転換畑などでは,紋枯痛が多発しやすい欠点がある｡本研究はこの欠点を'

育種によって克服するために行ったものである｡概要は以下のとおりである｡

1.ソルガム紋枯病抵抗性を持つ育種素材を見出すため,2か年にわたって子実数兼

用型及びソルゴー型72品種･系統を用い,菌糸融合群AG-1を用いた圃場接種検定を行い､

紋枯病抵抗性の品種間差異を検討した｡羅病程度は,葉鞘高(Hのと病斑高田0から,

病斑高率(RLH;HL÷HFXlOO,%)を求めた｡羅病程度の品種間差異は,年次による

再現性が認められ,供試した品種･系統はHLとRLHの関係から3グループに区別され･

いずれのグループにも箪枯病抵抗性を持った遺伝資源があることがわかった｡これら3グ

ループのHLとRLHの一次回帰式の交点はRL豆が20%,HLが20 cm程度であった｡

2.紋枯病による減収程度と抵抗性の関係について,前述の72品種･系統で,RLHお

よび減収程度の指標として病原菌非接種抹に対する病原菌接種抹の相対乾物重侃DM,%)

を求めた｡この結果,紋枯病による減収程度には大きな変異が認められ,RLH(x)とRDM(y)

の関係は1/y=0.01+0･0002･(Ⅹ一14･2)(r2=0･841)の逆数モデルに適合し･減収が始まる

RLHは14.2%であった｡HLとRLH及びRLHとRDMの関係から,紋枯病抵抗性の圃

場接種検定の選抜基準は,病斑高20cm以下,病斑高率20%以下が適当であると判定した｡

3.圃場抵抗性が大きく異なる子実型5系統を用い,フル･ダイアレル分析を実施した｡

その結果,RLHの相加･優性効果は1%で有意であり,エビスタシスのない相加･優性モ
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デルに適合し､狭義および広義の遺伝率は,各々0.773と0.935であった｡RLHに関し

て抵抗性親と中間親の平均値と一代雑種の間には高い正の相関が認められ(r=0.942,

p<0.001),RLH.の相加効果は優性効果よりも大きかったので,初期世代からの選抜効果

は高いと考えられた｡

4･圃場接種検定をもとにした選抜の有効性を実証するため,抵抗性の.強い品種を片親

に持つ3組合せを用い,F2集団から紋枯病菌接種による個体選抜を行った｡選抜は

RLH20%以下の基準で行い,選抜個体の等量混合種子により F.世代まで繰り返した｡さ

らに,F8世代からF▲世代までは1穂1列法によりRLHに加えてHLが30 cm以下で劣

悪形質のない系統を選抜率約25%で選抜した｡選抜したFl系統のRLHは両親のうちの

強い系統と比べて同等かそれ以下となり,高い抵抗性を持つ実用的な母本が育成された｡

また､その組合せ能力について抵抗性の改良効果が認められた｡

5.高消化性遺伝子である褐色中肋(ム皿r-J威及び無白粉形茎(ム扇が,紋枯病圃場抵抗

性に及ぼす影響をを明らかにするため,｢F6･3A･5(bm,bmr･18)×74LH3213｣のF2世代の

表現型間で紋枯病抵抗性を比較した結果,これら遺伝子を利用しても紋枯病抵抗性は低下

しないことが明らかとなった｡

6. これらの成果を活用して,高消化性遺伝子ムⅢr-Jβを持つ実用レベルの紋枯病抵抗

性を持った新品種｢葉月｣(1998年)及び｢秋立｣(2001年)を農林登録し,普及に移した｡

審 査 結 果 の 要 旨

ソルガムは,吸肥力∴環境ストレス耐性,乾物生産性及び再生力などに優れている反面,

家畜糞尿を多投した水田転換畑などでは紋枯痛が多発しやすい欠点がある｡本研究はこの

欠点を育種によって克服することを目的として行ったものである｡

本研究では,はじめに圃場抵抗性の品種間差異と紋枯病被害程度を検討し,圃場接種検

定における病斑高(HL)及び病斑高率(RLH)について選抜基準を明らかにした｡次

に,抵抗性の遺伝的機作を明らかにするためのダイアレル分析による抵抗性の解析と3組

合せの集団を用いたRLH及びHLによる選抜試験を行い,RLH及びHLによる初期世

代からの選抜の有効性を明らかにした｡さらに,高品質飼料用品種を育成するために導入

した高消化性遺伝子が紋枯病抵抗性に及ぼす影響を検討し,圃場抵抗性を持ちながら品質

も優れた母本育成の可能性を明らかにした｡

これらの成果を活用して,高消化性遺伝子ム皿∫-Jβを持つ実用レベルの紋枯病抵抗性を

持った新品種｢葉月｣(1998年)及び｢秋立｣(2001年)を農林登録しt 普及に移した｡

本論文の基礎となる学術論文及び既発表学術論文は以下のとおりである｡

基礎となる学術論文

1.Kasuga,S.andlmoue,N.:VarietalDi鮎renceofResistanCetOSheathBlight(Rhiioctonia

SOZaniK揖m)inSorghun,GrasslandScience,46(1):28-33(2000)

2･Kasuga,S.andInoue,N.:EvaluationofResistanCetOSheathBlight(Rhizoctoniasolmli

K払n)byFieldhoculadonTestandlmprovementoftheResistanCebySelecdonin

Sorghum,GrasslandScience,46(l):34-38(2000)
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3.Kasuga,S.zmdInoue,N.:Di叫elAnalYSisoftheResistanCetOSheathBlight(Rhizoctonia

soldniK払Il)inSorghum,αasslandScience,47(1):45-49(2001)

4.Kasuga,S.,1noue,N.,Kaidai,H.,Watanabe,H.:E鮎ct互of:BrownMidribandBloo皿IessGenes

ontheResistance,tOSheathBlight(飾zoctoniasoLaniK山肌)inSorgh皿,&asslandScience,

47(3):256-261(2001)

既発表学術論文

1.井上直人･春日重光:Brown midrib･3トウモロコシ交雑種の栽培特性及び茎葉部の

成分と消化性,日華誌,35(3),220-227,19§9

2.Tsukibosi,T.,Kasuga,S.,E血igaBukuro,T.,:InheritanCeOfResistancetoTarget

LeafSpotCausedbyBbohLi9COOkel(SACCARDO)SHOEMAKERinSorghum

(Sbzghumb元01bTMoENCH),日華誌,35(4),302･308(1990)

3.井上直人･春日重光:Brown midrib･3トウモロコシ交雑種サイレージの成分,品

質及び栄養価,日章誌,36(3),223-230,1990

4.井上直人･春日重光:不稔がトウモロコシの生育,収量及び成分に及ぼす影響,日華

誌,36(4),347-353,1991

5.井上直人･春日重光:不稔がトウモロコシサイレ∵ジの品質と栄養価に及ぼす影響,

日章誌,36(4),354･361,1991

6.井上直人･春日重光:ソルガムサイレージにおける栄養価のタイプ間差異,日華誌,

37(1),20･28,1991

7.渡辺晴夢･春日重光･我有 満･荻原正義‥黒毛和種繁殖牛におけるソルガムサイレ

ージの噂好性の品種系統間差異,1.キャフェテリア法による嘩好性の評価,日章誌,

41(2),140-144,1995

8,渡辺晴彦･春日重光･我有満･荻原正義:黒毛和種繁殖牛におけるソルガムサイレ

ージの噂好性の品種系統間差異,2.一対比較法による噂好性の評凪日華誌,41(2),
145･151,1995

9.井上直人･春日重光‥ソルガム類サイレージの真の消化率と栄養評凪日章誌,44(3),

240･247,1998

10.渡辺晴孝･春日重光:鳥害が飼料用ソルガム(助瑠血皿ム血血Moencb)の収量性と滑
化性に及ぼす影響,日草誌,45(1),78･81,1999

11.渡辺晴彦･春日重光:bm鵡rown mi血ib‥褐色中肋)形質および水溶性物質含量が飼

料用ソルガム(艮噂如皿ム血血Moencb,助増血皿βU血ム朗βeStapカの茎葉部の消

化性に及ぼす影響,日華誌,45(4),397･403,2000

12.樽本勲･春日重光･海内裕和ほか6名:ソルガムの出穂開花性に関する遺伝的変異と

関与遺伝子の推急 育種学研免 2(2),59･65,2000

以上について,審査員全員一敦で本論文が岐阜大学大学院連合

農学研究科の学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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